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宇宙旅客輸送推進協議会（SLA）の役割

民間主導の宇宙輸送の革新

有人輸送の巨大マーケットの創出と先端技術による実行

宇宙旅客輸送の民間実行者が出てくるための環境整備

国と民間の新たな関係の構築

民間投資を獲得するためのポテンシャル

世界での勝ちワザの追求，日本の基幹産業へ
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民間事業による宇宙旅客輸送のゴールへの到達のイメージ
ゲームチェンジへのトランジションの概念と段階的研究開発計画

革新的研究開発，制度整備，アンカーテナンシーなど
民間による事業化へのトランジション支援

Ｐ２Ｐ・宇宙旅行の
事業展開と

ゴール達成

事業化
アンカーテナンシー

〜100
第一段階

〜1000
第二段階

〜10000
第三段階

事業化
アンカーテナンシー

民間による
ビジネスの拡大と

輸送マーケットの成長
（円/年）

宇宙旅客輸送推進協議会＋
民間実行ボディによる段階的事業実行への発展

国（各府省），ＪＡＸＡ，大学など

民間と国の
新しい関係
の構築

事業化

10兆

1兆

1000億

100億
/年

・・・

第一段階研究開発計画

有人輸送の安全，高頻度輸送の技術

システム形態の選択にかかる研究
基盤的共通技術の研究開発
実証計画の立案と実行

飛行実証研究
事業化段階

実用化研究
事業化段階

段階的

研究開発計画

段階的進化のための
各stepでの投資規模

のオーダ（億円）



宇宙旅客輸送推進協議会：SLA

マーケットの要請から決められる
革新技術の研究課題とゴール設定

有人宇宙輸送の制
度整備と国の許認可・

承認などへの関与

目標設定と
マーケットの具体化・定量化

起業し事業計画を企画立案

資金調達（リスクマネーの世界含む）

国との連携体制を構築

（国からの支援獲得）

実行企業体を組織・運営

事業を実施してリターンを生み出す

民間事業実行ボディ

宇宙旅客事業推進の環境作り

国の研究資金投入
研究開発の実行

知財の共有・活用スキーム

アンカーテナンシーと
COTS的資金支援

スキームの構築

国との連携・支援スキーム作り
産業政策

COTS的資金支援
アンカーテナンシー

制度整備
先端技術Ｒ＆Ｄ ・・・

期待される国の役割

産業政策

SLAの役割



一般社団法人 宇宙旅客輸送推進協議会
内部体制

代表*

理事によるステアリングボディ

事務局運営，インハウス活動，外部委託対応・・・

会員，賛助会員，特別会員

ビジネスＴＦ 有人輸送ＴＦ 技術検討ＴＦ 広報発信ＴＦ ・・・

有識者・アドバイザリー

プロボノ
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宇宙旅客輸送

推進プロモーション

２０４０年の陸海空・宇宙の交通体系の進化

カーボンニュートラル政策との連動
水素社会構築のプロモーション

有人宇宙飛行の制度整備・安全基準

日本の産業政策
世界の中での勝ち戦の追求

先端的技術の研究開発と適用
米民間などとの差別化

スペースポートビジネス

商業宇宙輸送エコシステムの構築

宇宙ツーリズム産業の育成

安全保障の世界との連携

民間主導による日本のロケットの次の展開

宇宙旅客輸送事業の広がりと必須関連分野



宇宙旅客輸送の
マーケット

輸送体系を
革新する技術

有人高頻度輸送の
制度整備

事業実行体制／国と民間の新しい関係の構築

民間主導の事業による
宇宙旅客輸送体系と輸送サービス事業体制の構築



協議会のアクションプラン：2021から22年度へ

ＰＫＧ１

2040年代の宇宙活動の
世界観と輸送市場定量化

ＰＫＧ２

マーケットドライブの・・・

技術への要求事項の抽出
研究開発のゴール設定
研究開発計画立案

ＰＫＧ４

実行体制の構築の
ための環境整備

関係方面への
働きかけ

国と民間の新しい
関係の構築

ゲームチェンジの
ドライバ

民間事業体・企画ボディ
機能立ち上げ

第一段階のスタートと
最終ゴールへの段階的
発展構想の立案

民間事業者・ファンドなど
の活動具体化へ

2021 2022

ＰＫＧ３

宇宙旅客輸送のための
制度整備と環境整備

国の支援体制の構築

先端R&D計画立案実行
知財共有スキーム
法制度整備・安全基準
アンカーテナンシー

産業政策
・・・・



PKG1輸送マーケット定量化スタディ



LEO輸送（滞在施設行きとオービタル飛行）およびP2P輸送の3つのセグメ
ントの想定旅客数と貨物量をまとめて，マーケットの要請する輸送規模
（総旅客数と物資輸送量）とマーケット単価の目標数値を以下のように設
定しPKG2スタディを行う．

１００万人／年オーダの規模の旅客輸送，

１万トン／年オーダの軌道上および高速2地点間の物資輸送

乗客単価＝１００万円／人のオーダ

荷物単価＝１０００万円／トンのオーダ

仮に機体への搭載量を乗客50人／機，荷物重量10トン／機，１日１回の飛行な
どとすると総飛行回数は数万回／年の飛行頻度，総機数は１００機のオーダと
なる．これらの設定はPKG2検討において議論されたい．

マーケットの要請から決まる技術検討の前提条件



マーケットとの親和性

実現可能性および達成困難度

研究開発計画の立案と想定必要投資

先行者に対する優位性・差別化の論理

カーボンニュートラル政策との整合

安全保障分野への貢献

日本の勝ちワザの追求

技術ソリューションの選定クライテリア



ロケット

単段式往還機
エアブリーザ

単段式往還機
２段式

ロケット

高速エアブリーザ下段

＋ロケット上段

？ ？ ？ ？

技術的難易度

R&D計画の規模

ＰＫＧ２のアウトプットイメージ

候補となり得る高頻度往還システム形態と評価＝民間事業者による選択へ

エアロンチ

＋単段ロケット

？

空港立地
問題の解決

？ ？ ？ ？？

？ ？ ？ ？？

？ ？ ？ ？？

勝ち戦の
ポテンシャル

？ ？ ？ ？？

・・・・

高頻度大量輸送の

ポテンシャル
有人輸送の安全性



１．法制度にかかる取り組み

・ 宇宙旅客輸送実現のために必要な法的課題の洗い出し

・ 国際調整の場で、日本が主導権をとるための施策の提案

・ 米国FAA等各国の類似法制度の分析

宇宙活動法もしくは航空法の改正検討

米国におけるFAA/ASTの調査

２．環境整備にかかる取り組み

・ 産業振興施策、規制緩和等への提案

・ 国内に蓄積されている技術等知財の利用・移転等の促進方策の提案

・ 民間が利用できる試験設備等の効果的・効率的な検討・提案

有人輸送の法制度・環境整備TFのアクションプラン

政府関係機関（内閣府，国交省，文科省，JAXAなど），サブオービタル官民連携協議会官
民協議会，既に活動を開始している輸送ベンチャー，JSLA（日本スペースロー研究会など
と連携し，以下の宇宙旅客輸送に向けた法制度整備と実行環境整備の取り組みを実施．



民間主導の革新輸送技術研究開発活動と国の支援の運営スキームの必要

実施機関

JAXA
大学

研究機関

SLA
宇宙旅客輸送
推進協議会

民間の
意向反映

民間・国間の調整

実行支援

許認可

・
・

などの

メカニズム
の必要

内閣府

文科省

経産省

国交省

（安全保障）

民間事業者

・・・・

・・・・
・・・・

ファンド

民間事業による宇宙旅客輸送事業を遂行するために必要な国の支援は，高度な研究開発や知財
の活用，産業政策，法制度の整備など広範囲にわたる．民間の実行事業者，SLAのような環境整備

のボディなどと国の間に，民間の意向をまとめて国の施策に反映させる機能および，民間の実行を
支援する機能などが必要だろう．



未来の高頻度大量宇宙旅客輸送機が運航されている様とはかくの如きか？
どうすればこのような世界を作ることが出来るか，みなさん一緒に考えましょう．

JRS（日本ロケット協会）



宇宙旅客輸送推進協議会


